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平成 25年２月号

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。



平成25年 道志村成人式
平成25年１月13日　水源の郷やまゆりセンター

学
校
を
卒
業
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
、
経
験
し
た
こ
と
や
こ

れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
成

長
の
記
録
が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
映
像
に

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
中
学
時

代
の
恩
師
、
ご
家
族
も
臨
席
し
、
子
ど
も
達

の
成
長
ぶ
り
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

中学時代の恩師と、みんな一緒に!!!

今
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
16
名

の
新
成
人
の
門
出
を
多
数
の
来
賓
、

家
族
と
と
も
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
神
地
地
区

の
渡
辺
美
優
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う

若
者
の
決
意
表
明
に
会
場
か
ら
祝

福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
、
小
、
中

成
人
お
め
で
と
う

誓いの言葉を述べる 渡辺美優さん



～ はたちのしおりに ～ ※はたちのしおりに寄せられた中から抜粋  ※敬称略

佐藤葉瑠香
20歳を迎え、今までを振り返って思ったこと

は、私は沢山の人達に助けられてここまできたん
だと改めて実感しました。家族、親戚、近所の方々、
友だちや会社の先輩達など、本当に沢山の方々の
お世話になりました。これからは、今までお世話に
なった方々に恩返しをしていけるよう努力し、今
まで頼ってきた人達に頼られる存在になりたいと
思います。そして、大人としての自覚を持ち、責任
ある行動をとれるよう努めたいと思います。
〈近況〉いすゞ自動車首都圏（株）部品課で

事務員を しています。

池谷まりな
早いもので私ももう 20歳になりました。道志村で

過ごしていた小中学校時代、村を出てたくさんの人と
関わるようになっていった高校時代、そして大学に入
ってからの２年間は本当にあっという間でした。思い
返してみると、思い出には笑顔があふれていて私は人
との縁に恵まれていて幸せだなと改めて感じました。
こんな私を育ててくれた方々に感謝すると共に、その
恩を返していけるように自分にできることを精一杯し
ていきたいと思います。
〈近況〉職業能力開発総合大学校在学

３月に東京に学校が移転します。

水越貴大
今回成人式という、人生における一つの節目を
迎えるにあたり、小・中学校で道志村の同級生た
ちと元気いっぱいに過ごした日々を思い返して
みますと、とても懐かしい気持ちになりました。
かけがえのない仲間たちと過ごした道志村での
日々はやはり、私にとって何物にも代えがたい財
産です。そして、これまで温かく見守ってきてく
れた両親、地域の方々、学校の先生方に感謝する
とともに、これからは成人として責任ある考えを
持ち、行動していきたいとおもいます。
〈近況〉 中央大学在学中、現在 2年生

東京都在住

杉本有華
6月に 20歳を迎え、もっとしっかりしなくてはなら
ないと感じています。大学２年生にもなり、いよいよ将
来を見つめて、歩んでいかなければなりません。
私は今、合唱団に所属しています。11月の全国大会
では、四年連続で金賞をいただくことができました。合
唱団の活動は、絶えず私に新しい感動を与えてくれま
す。定期演奏会後には先輩方が引退し、私たち２年生が
合唱団を卒いていくことになります。幹部学年として
の自覚を持ち、さらに合唱に励みたいと思っています。
〈近況〉都留文科大学２年生、合唱団、

11月 24日の全国大会で金賞を受賞。



平成25年２月１日（４）

平
成
25
年
１
月
14
日
、
道
志
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
消
防
団
員
１
５
６
名
が

参
加
し
て
、新
春
恒
例
の﹁
道
志
村
消
防
団

出
初
式
﹂
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
急
き
ょ

体
育
館
で
の
屋
内
方
式
で
執
り
行
う
事
と

な
り
ま
し
た
が
、
出
羽
達
彦
消
防
団
長
の

訓
示
、大
田
村
長
挨
拶
、新
入
団
員
代
表
杉

本
祐
太
さ
ん
の
力
強
い
宣
誓
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、山
梨
県
知
事
、県
議
会
議

員
、県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
、大
月
警
察

署
長
、
村
議
会
議
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓

の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

消
防
団
は
、
地
域
の
防
災
活
動
の
中
核

と
し
て
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
各
種
訓
練
の
実
施

や
夜
間
の
警
戒
活
動
な
ど
尽
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め
ら
れ
当
日
、

栄
え
あ
る
表
彰
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
皆

様
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
団
員
、表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成
24
年
度
新
入
団
員
紹
介
︵
７
名
︶

杉
本
祐
太
 
金
子
正
太
 
山
本
嘉
広

千
田
圭
輔
 
佐
藤
裕
康
 
山
口
拓
也

日
下
部
陽
佑

●
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

①
甲
種
功
労
章
︵
１
名
︶

佐
藤
真
澄

②
乙
種
功
労
章
︵
５
名
︶

水
越
政
治
 
佐
藤
正
夫
 
佐
藤
貢
三

菅
谷
輝
勇
 
水
越
一
樹
 
 

●
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

︵
８
名
︶

菅
谷
章
博
 
佐
藤
好
起
 
金
子
尚
章

佐
藤
正
臣
 
杉
本
真
一
 
平
賀
雅
文

杉
本
高
一
 
水
越
 
誠

●
山
梨
県
富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰︵
２
名
︶

山
口
時
彦
 
池
谷
叔
晴

●
大
月
警
察
署
長
及
び
山
梨
県
防
犯
協
会

大
月
支
部
長
表
彰
︵
５
名
︶
 
 
 

池
谷
芳
彦
 
湯
川
和
則
 
山
口
哲
央

杉
本
正
広
 
山
口
昭
信

●
道
志
村
長
表
彰

功
労
章
︵
25
年
勤
続
︶︵
７
名
︶

佐
藤
忠
男
 
池
谷
叔
晴
 
佐
藤
一
彦

菅
谷
武
正
 
池
谷
弘
通
 
池
谷
昌
久

池
谷
和
也

●
道
志
村
消
防
団
長
表
彰

①
永
年
勤
続
章
︵
20
年
勤
続
︶︵
９
名
︶

佐
藤
利
一
 
山
口
直
仁
 
平
賀
正
吾

山
本
 
学
 
杉
本
善
美
 
佐
藤
正
夫

渡
辺
堅
一
 
水
越
一
光
 
水
越
康
弘

②
勤
続
章
︵
15
年
勤
続
︶︵
10
名
︶
 

北
浦
 
晋
 
杉
本
長
仁
 
出
羽
芳
正

佐
藤
好
起
 
金
子
尚
章
 
佐
藤
大
輔

佐
藤
真
悟
 
渡
辺
 
茂
 
加
藤
修
央

水
越
 
誠

③
優
良
章
︵
10
年
勤
続
︶︵
13
名
︶

長
田
 
聡
 
佐
藤
靖
行
 
杉
本
正
人

山
口
 
昇
 
渡
辺
政
光
 
山
口
博
信

渡
辺
和
貴
 
杉
本
 
稔
 
杉
本
純
哉

杉
本
高
一
 
池
谷
修
一
 
柏
村
承
徳

水
越
彦
衛

④
精
勤
章
︵
３
年
勤
続
︶︵
９
名
︶

佐
藤
徹
生
 
山
本
 
信
 
佐
藤
貴
博

佐
藤
拓
郎
 
佐
藤
恵
英
 
山
口
祐
輝

山
口
 
翔
 
渡
辺
淳
平
 
佐
藤
勝
久

出羽消防団長の訓示

代表者による新入団員宣誓

音楽隊による吹奏

平
成
25
年

道
志
村
消
防
団
出
初
式



（５）

道志村は景観計画を策定しています道志村は景観計画を策定しています道志村は景観計画を策定しています
～ 道志村景観計画の素案：重点地区とは ～～ 道志村景観計画の素案：重点地区とは ～～ 道志村景観計画の素案：重点地区とは ～

■景観計画の策定状況

１．村内の地区ごとの特性にもとづく景観づくりのための区域区分について

今後、村民の皆さまのご意見を伺い、指定する地区の選定、
地区毎の景観形成の進め方を検討します。

・現在これまでに開催した「道志村景観計画策定審議会」での議論などをふまえ、景観計画の策定を
　進めています。
・審議会等を経てまとめた景観計画の素案を、村民の皆さまにご説明し、ご意見を伺う説明会の開催
　を２月に予定しております。日時等が決まり次第、お知らせ致します。

　道志村景観計画は、対象区域を道志村全域とします。しかし、これまでに考えてきたように、道志
村内では、多様な景観が展開されています。そのため、景観の特性に応じて、区域区分を行い、その
区域ごとに景観形成を図る必要があります。

　現在、重点地区は、下図に示す６つの地区を候補として考えています。

●「重点地区」指定の考え方　
道志村内に特にきめ細かく景観形成を図る区域として、次の3つの要件を満たす地区を
「重点地区」として定めることを検討しています。
[重点地区指定の要件]
◇ 村民や来訪者が特に良好な景観形成を推進する必要があると考えている地区
◇ 地域住民による景観づくりの取り組みが活発な地区
◇ 道志村が特に良好な景観形成を推進する必要があると考える地区

２．現時点の重点地区候補案

◇道志水源の森周辺地区
・道志川と両岸にせまる山地
　と一体となり、深山の豊か
　な緑の中において、来訪者
　を迎える良好な観光拠点の
　景観を目指します。

◇水源の郷眺望点周辺
・富士山、道志村の山並み、道志川、
　水田、集落が一望できる道志村を
　代表するふるさと眺望景観の保全
　を目指します。

◇両国橋周辺地区
・道志川や山地の自然環
　境と一体となった道志
　村の玄関口として良好
　な景観の形成を目指し
　ます。

◇長又矢頭山周辺地区
・兜岩や試し切り石、頼朝の豪弓など
　の、源頼朝伝説に係る文化的資源、
　矢頭山などの自然資源の保全活用を
　目指します。

◇道志の湯周辺地区
・室久保川の渓谷の自然環境と
　一体となる、心和み、癒され
　る景観の形成を目指します。
・道志の湯、道志・森のコテー
　ジ、的様に至る道路沿道にお
　ける、自然環境、源頼朝伝説
　に係る資源と調和する、山間
　の落ち着きのある景観を目指
　します。

◇農拠点周辺地区
・道志村の特産物であるクレソ
　ンの圃場と集落、周囲を取り
　囲む山並みが一体となったう
　るおいのある文化的な景観を
　目指します。



平成25年２月１日（６）

道志水源基金活用事業の募集道志水源基金活用事業の募集平成25年度平成25年度
自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します

公益
信託

公益信託道志水源基金は、平成９年２月に設立されて以来、横浜市の水源地である道志
村の「自然環境の保全活動及び社会生活基盤の整備」などに助成し、水源地の保全、地域
の振興及び地域住民の福祉向上のための事業に取り組んでいます。
平成２5年度公益信託道志水源基金の活用事業を次のとおり募集いたしますのでご応募く

ださい。

１. 助成対象者及び応募資格
道志村に住所を有し、村内において営利を目的とする事業を行わない法人又は団体とし
ます。（活動を行うにあたり対価を求めない団体）

２. 助成対象事業
１）道志村における自然環境の保全活動及び整備活動に対する助成

・森林に関する活動・道志川に関する活動・環境汚染防止活動・啓発活動など。

２）道志村民の生活基盤向上に資する活動に対する助成
・総合的な企画及び活動・観光イベントの企画及び活動・観光資源の発掘と整備など。
・伝統芸能及び伝統技術の保存と維持活動・生活基盤の整備活動・産業振興活動など。

３. 助成金の総額
平成２５年度の助成金の総額は１,０００万円の予定です。

４. 応募方法
当基金所定の「助成金支給申請書及び事業計画書」に必要事項を記入し、所定の期日まで
に当基金事務局まで提出してください。（申請書等の用紙は役場総務課または道志村の
ホームページからダウンロードできます）

５. 応募期限 平成２５年２月２８日（木） 必着です。

６. 選考の方法
公益信託道志水源基金運営委員会の審議により、受給者及び助成金額を決定します。

７. 助成金の給付
平成２６年３月末までに受給者に対し、銀行振込みにより給付します。

８. 報告書の提出
受給者は、毎年度助成の対象となった事項に係わる報告書を当基金に提出してください。

応募の窓口 道志村役場　総務課財政・政策グループ

道志水源基金事務局 TEL 52－2111（直通）



（７）

1．開 所 日 平成２５年３月２６日（火）～平成２５年度小学校入学式前日まで

・開所時間…８時３０分～１７時３０分（延長保育あり）

2．休 所 日 土・日曜日・祝日

3．保 育 料 月額1,500円（別途、おやつ代がかかります。）※春休みのみ入所の児童の保育料です。

4．申請期間 ・平成２５年２月１日（金）～２月１５日（金）

5．申請場所 道志村役場　住民健康課 　☎５２－21 1 3
※申請書類一式は、住民健康課にてお渡しします。

1．学童保育とは

両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。

2．入所対象児童および定員

小学校１年生〜小学校６年生　２０名程度

3．入所基準

① 保護者が家庭外で労働している家庭の児童

② 保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童

③ 保護者のいない家庭の児童

④ 保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童

⑤ 家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童

⑥ 火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

4．開所場所 集いの家（馬場）

5．開所日 平成２5年４月1日（月）～平成26年３月31日（月）

・新１年生も４月１日からお預かりいたします。

・平日（学校登校日）・・・放課後～１７時３０分

・学校休業日（創立記念日等）、長期休業・・・８時30分～１７時３０分

6．休所日 土・日・祝日・お盆休み・年末年始

7．保育料 月額 3 ,000円（別途、おやつ代がかかります。）

8．注意事項

・低学年を優先的に入所させていただきます。

・通年入所している児童も長期休暇が利用できるとは限りません。

９．申請場所

道志村役場住民健康課　☎52－2113　※申請書類一式は、住民健康課にてお渡しします。

平成25年度
学童保育所の入所児童を募集します！

平成24年度 春休み のみの
学童保育所入所児童を募集しています。



平成25年２月１日（８）

確定申告のお知らせ

申告書はご自分で作成し提出はお早めに！！

平成 24年分の
申告書の提出及び
納税の期限は

所  得  税  3月15日（金）

贈  与  税  3月15日（金）

個人事業者の
消費税及び地方消費税 ４月１日（月）

までです。

●国税庁ホームページでは、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。

〇 国税庁ホームページ内の「確定申告書等作成コーナー」で入力した申告書データに電子証明書
を添付して、そのまま送信（提出）することができる e‑Tax（ｲｰﾀｯｸｽ）があります。e‑Taxをご
利用いただくためには、所定の手続が必要ですので国税庁ホームページをご覧ください。

〇 また、「確定申告書等作成コーナー」で入力し、プリントアウト（白黒でも可）した確定申告書
等は、そのまま税務署に提出することもできます。

〇 なお、国税庁ホームページでは、確定申告書のほかにも税務に関する主な行政手続についての
申請・届出書様式を提供していますので、是非ご利用ください。

確定申告に関する情報は、国税庁ホームページで。【www.nta.go.jp】

納税には、口座振替をご利用ください。

○ 所得税、消費税及び地方消費税の納税には、安全で便利な口座振替をお勧めします。

○ 口座振替のご利用を希望される場合は、「口座振替依頼書」を、上記の「申告書の提出及び納税
の期限」までに税務署に提出（郵送）をお願いします。

○「口座振替依頼書」は、税務署及び金融機関にご用意しております。また、「確定申告書の手引
き」にも様式が掲載されておりますので、切り離してご利用ください。なお、国税庁ホームペ
ージからもダウンロードすることができます。

○ 納付書により納税される場合は、上記の納税の期限までに、最寄りの金融機関の窓口での納税
をお願いします。

○ 期限内に納税するため、早期から計画的に納税資金の準備をお願いします。

口座振替をご利用
の場合の振替日は

所  得  税 ４月22日（月）

個人事業者の
消費税及び地方消費税 ４月24日（水）

です。



（９）

２／23
午前中のみ診察

２／11

１／31１／28 １／29
午前：胃カメラ

２／22
午後：乳幼児健診

２／18

2／14２／12
午前：胃カメラ

３／１ ３／１
午前中のみ診察

２／28２／25

２／13
研修のため休診

２／８

１／27 ２／１ ２／２
午前中のみ診察

１／30
休診

２／７２／３ ２／４ ２／９
午前中のみ診察

２／６
研修のため休診

２／５
午前：胃カメラ

２／10 ２／15 ２／16
休診

２／21２／17 ２／20
研修のため休診

２／19
午前：胃カメラ

２／24 ２／27
研修のため休診

２／26
午前：胃カメラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

● 2月22日は乳幼児健診のため午後医師不在の時間があります

診療所だより

２月の予定

血圧は高いと何故いけないのでしょうか？
この質問にスラスラと答えられる方はいますか？

血圧は高くても痛くもかゆくもありませんね。日常生活を普通に過ごせ

ますよね。高血圧だけでは体に困ったことを起こしません。しかし、将来的

に心臓病や脳卒中になることが問題なのです。

医学的観点からみれば心臓病は日本人の死因ベスト３に入る重要なも

のですし、脳卒中は命が助かっても麻痺などの後遺症を残します。特に後

遺症により仕事ができなくなったり介護が必要になったりすることは本

人にとっても家族にとっても大変なことです。高血圧、糖尿病、高コレステロールといった生活

習慣病がある人はない人にくらべて５倍以上、心臓病などになりやすいことがわかっています。

特に道志村の人をはじめ日本人は醤油（塩分）が好きな民族なので若い人でも早い段階で注意し

たほうがよいでしょう。

また、経済・財政的な観点でも大きな問題があります。心臓病などを患うと治療にはだいたい

100万円以上はかかります。その後も再発予防のために大量の内服薬が必要となります。保険診

療なので患者負担は多くても３割ですが残りの部分は保険（税金）が負担します。つまり血圧管

理で心臓病が防げれば社会保障費の軽減につながります。一人一人が自身の健康管理をしっかり

することができれば多少なりとも日本、もしくは地方自治体の財政に貢献できることも考えてみ

てください。



本
校
で
は
夏
休
み

の
課
題
の
一
つ
と
し

て
、全
国
中
学
生
人
権

作
文
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。そ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、法
務

省
人
権
擁
護
局
よ
り

感
謝
状
を
頂
き
ま
し

た
。十

二
月
十
七
日
に
、
第
３
回
目
の
緊
急
地

震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、山
梨
大
学
の
秦
先
生

の
指
導
に
よ
り
防
災
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。村

の
地
図
を
利
用
し
て
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
区
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
た
り
自
然

災
害
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
命
を
守
っ
て
い

く
か
、
地
域
毎
の
グ
ル
ー
プ
で
真
剣
に
考
え

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
防
災
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成25年２月１日（10）

十
二
月
六
日
、
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。立
会
演
説
会
で
は
、候
補
者
や
応

援
責
任
者
か
ら
、
よ
り
良
い
学
校
生
活
へ
の

熱
い
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
活

気
溢
れ
る
学
校
づ
く
り
に
、
今
以
上
に
頑
張

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

会
 
長
 
井
上
ひ
な
の

副
会
長
 
佐
藤
 
侑
哉

杉
本
 
紗
来

書
 
記
 
佐
藤
 
逞
人

佐
藤
香
奈
子

会
 
計
 
渡
辺
 
 
陸

一
月
十
三
日
、穏
や
か
な
晴
天
の
中
、道
志

渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海
を
コ
ー
ス
と

し
た
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冬
季
の
基
礎
体
力
づ
く
り
に
ね
ら
い
を
置
い

て
、本
校
か
ら
は
男
子
２
チ
ー
ム
、女
子
１
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
、
生
徒
た
ち
は
持
て
る
力
以
上
の
も

人
権
作
文
感
謝
状
授
与

防
災
教
室

の
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
精
一
杯

の
走
り
を
見
せ
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
大
幅
に

更
新
し
て
男
子
の
２
名
が
区
間
賞
を
獲
得
で

き
ま
し
た
。そ
し
て
、選
手
以
外
の
生
徒
た
ち

も
一
生
懸
命
に
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

員
が
一
体
と
な
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
応
援
す
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
冬
休
み
中
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
月
十
八
日
の
終
日
に
わ
た
り
、
日
テ
レ

の
企
画
に
よ
る﹁
芸
能
人
が
教
え
る
学
校
﹂の

番
組
収
録
を
し
ま
し
た
。

本
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図

り
、
明
大
交
流
等
の
様
々
な
行
事
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。今
回
は
、芸
能
人
が
講
師
と
い

う
こ
と
で
、双
方
で
そ
の
趣
旨
を
確
認
し
、キ

ャ
リ
ア
育
成
に
資
す
る
と
の
判
断
で
実
施
し

ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
、
４
組
の
芸
能

人
が
講
師
と
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。２
月
２
日
、昼
過
ぎ
の
日
テ
レ
で
放
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。

１
時
間
目
︻
ア
ン
ガ
ー
ル
ズ
さ
ん
︼

﹁
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス

に
変
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
﹂

自
己
紹
介
の
時
な
ど
、

自
分
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
あ

か
ら
さ
ま
に
し
て
、
逆
に

自
分
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
生
か
す
発
想
の
大
切

さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、大
喜
利
で
は
、困
っ
た
と
き
の
対
応
等

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
時
間
目
︻
益
若
つ
ば
さ
さ
ん
︼

﹁
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
人

生
を
切
り
開
け
﹂信
念
を
持

っ
て
自
分
の
し
た
い
こ
と

を
貫
い
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
の
良
さ
を

表
現
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、実
際
に
生
徒
を

モ
デ
ル
に
し
て
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
時
間
目
︻
ク
リ
ス
松
村
さ
ん
︼

﹁
Thik! Think! Think!﹂

自
分
の
生
き
方
は
、自
分

の
確
固
た
る
信
念
で
で
決

め
る
こ
と
、あ
き
ら
め
ず
に

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
。そ

の
た
め
に
は
し
っ
か
り
考

え
て
考
え
て
考
え
抜
く
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
熱
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
時
間
目
︻
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
さ
ん
︼

﹁
学
活
 
悩
み
事
﹂生

徒
た
ち
の
、進
路
や
将

来
へ
の
不
安
な
ど
に
つ
い

て
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。何

事
に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考

え
方
を
持
つ
こ
と
が
大
切

な
こ
と
を
、自
分
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
交
え
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

総
勢
三
十
名
程
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

が
、
早
朝
七
時
か
ら
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
芸
能
人
の
方
々
の
人
生
観
豊
富
で
人
間

性
豊
か
な
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
は
一
生
の
良
き
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

道
志
中
学
校

学

校

だ

よ

り

第64号

新
生
徒
会
役
員
決
定

新
春
駅
伝
競
争
大
会

芸
能
人
が
教
え
る
学
校
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昔なつかしいお正月遊び。コマと羽根つきと百人一首などで楽しみながら
交流を深めましょう。また、凧作りに挑戦してみませんか？
外に出て、凧揚げをしましょう。

開催日時：平成２5年２月16日（土）
午前10時〜午後３時まで

開催場所：やまゆりセンター
対 象 者 : どなたでも（親子参加大歓迎）
講  師：教育委員会職員
昼  食：お弁当持参
参 加 費 : 100 円
申込方法 : 事前に教育委員会にお申込下さい。

冬の五感の集い冬の五感の集い冬の五感の集い

お問合せ先 : 道志村教育委員会 社会教育係　☎ 521020

★昔なつかしいおやつなどを
用意しています。

平成24年度  都留市消防署道志出張所職員採用試験案内

職　　種

募集要件

募集人員

手続及び
受付期間

試験案内

試　　験

問合わせ
合格発表

消防職（上級）

消防職（初級）

消防職共通

消防職共通

昭和６０年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者
大学を卒業した者、卒業見込みの者並びに同程度の学力を有する者
昭和６３年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
高校を卒業した者、卒業見込みの者並びに同程度の学力を有する者

道志村内在住者又は採用後道志村内に在住できる者
普通自動車運転免許（平成 25年 3月取得見込みを含み、オートマチック
限定免許を除く）を有する方
男性：身長おおむね 160cm以上、体重おおむね 50kg以上、視力等正常な方
女性：身長おおむね 155cm以上、体重おおむね 45kg以上、視力等正常な方

１名
受験申込書を平成 25年２月 1日（金）から２月 14日（木）までに都留市役所総務部行政
管理課職員担当まで提出してください。
申込方法等の詳細については、職員採用試験案内及び市ホームページへ掲載します。

第１次試験

第２次試験

日時　平成２5年２月２4日（日）都留市役所  ２階  第１会議室
筆記試験　一般教養試験　適性検査等　
平成 25年 3月上旬（第 1次試験合格者のみ）
面接　作文　体力検査　

都留市役所総務部行政管理課　職員担当　TEL 0554 ー43 ー1111　内線 204番
第１次試験　３月上旬　　　第２次試験　３月中旬

平成 25年２月１日（金）から都留市役所行政管理課で交付を行います。



自 衛 官 募 集 案 内

幹部候補生

医科・歯科
幹部自衛官

●大卒程度試験
（陸上）
一般要員
男子約110名
女子約10名

音楽要員
若干名

（海上）
一般要員・飛行要員
男子約50名
女子約10名

（航空）
一般要員・飛行要員
男子約40名
女子約10名

●院卒者試験
（陸上）
一般要員（理・工学）
約10名

一般要員（法学）
若干名

（海上）
一般要員（理・工学）
約20名

（航空）
一般要員・飛行要員
約10名

（陸上）
歯科 約５名
薬剤科約10名

（海上）（航空）
歯科 約５名
薬剤科約５名

専門の大卒（見込
含）20歳以上30歳
未満の者
（薬剤は20歳以上

28歳未満の者）

●１次試験 筆記試験
平成25年5月11日

●２次試験
平成25年6月11日～6月14日
（指定される１日）
※１次試験合格者のみ行います。

①１次試験
平成25年5月17日

②１次試験
平成25年11月8日

●１次試験
平成25年3月2日

●２次試験
平成25年3月15日

①平成25年
4月12日、13日、14日、15日

②平成25年
10月12日、13日14日、15日

※いずれか１日を指定されます。

①１次試験
平成25年8月2日

②１次試験
平成26年2月7日

①平成25年
10月上旬
～中旬

②平成26年
３月下旬
～４月上旬

●大卒程度試験
１・20歳以上26歳
（学校教育法に基
づく大学院の修士
課程若しくは専門
職大学院の課程を
修了した者は又は
これに相当すると
認められる者（修
士課程修了者等）
にあっては、28
歳）未満の者

２・20歳以上22歳
未満で、学校教育
法に基づく大学を
卒業した者（見込
含む）。

●院卒者試験修士
課程修了者等で、
20歳以上28歳未
満の者

※平成26年4月1
日で上記いずれか
に該当する者

※大卒程度試験及
び院卒者試験は、
併願が可能です。

●大卒程度
入隊後約１年で
３等陸・海・空尉

●院卒者は、２等
陸・海・空尉

※平成24年4月
現在

●１次試験 筆記試験
平成25年5月11日

※（平成25年5月12日飛行要員希
望者のみ）

●２次試験
平成25年6月11日～6月14日
（指定される１日）

※１次試験合格者のみ行います。

●３次試験
（海上飛行要員）
平成25年7月8日～7月12日
（指定される1日）

（航空飛行要員）
①平成25年7月20日～7月25日
②平成25年7月27日～8月1日
③平成25年8月3日～8月8日
（予備）

※２次試験合格者のみ行います。
※天候等やむを得ない理由によ
り、試験期間を延長又は上記以外
に再設定する場合があります。
※③については、試験場等の状況
により実施しない場合がありま
す。

平成25年
2月1日
～4月26日

防衛大学校
（一般後期）

予備自衛官補

待遇・その他受付期間
（締切日必着） 試 験 期 日 合 格 発 表 入（校）隊採用予定数 資  格募集種目

一
 
般

歯
科
・
薬
剤
科

︵
一
般
︶

︵
技
能
︶

●1次試験
平成25年5月31日

●２次試験
（海上飛行要員のみ）
平成25年7月1日

（航空飛行要員のみ）
平成25年7月5日

●最終合格
（陸上）（海上）
平成25年8月2日

（航空）
平成25年9月6日

平成26年
３月下旬
～４月上旬

●１次試験
平成25年5月31日

●最終合格
平成25年8月2日

免許取得後歯科医
は２等陸・海・空尉

薬剤科は入隊後約１
年で2等陸・海・空尉

※平成24年4月現在

１等陸・海・空尉～
採用（経験年数等に
より異なります。）

※平成24年4月現在

（陸上）（海上）（航空）
医科 若干名
歯科 若干名

医師・歯科医師の
免許取得者

①平成25年
2月1日
～4月26日

②平成25年
10月1日
～10月18日

●１次試験
25年3月8日 

●最終合格
25年3月22日

①平成25年5月17日

②平成25年11月15日

平成25年
4月1日

教育訓練の開始
時期（未定）

修学年限4年
卒業後1年で
3等陸・海・空尉

訓練招集手当：
日額 8100円

所定の教育訓練を
修了した者は終了
の翌日に陸上予備
自衛官として任用
されます。

●人文・社会科学専攻
約10名
（うち女子若干名）

●理工学専攻
約30名
（うち女子若干名）

東部方面隊管内
約520名

※①と②を合わせた
採用数です。

高卒（見込含）
18歳以上
21歳未満の者

18歳以上で34歳
未満の者

平成25年
1月23日
～2月1日

①平成25年
1月9日
～4月3日

②平成25年
7月16日
～9月30日

東部方面隊管内
約80名

※①と②を合わせた
採用数です。

18歳以上で国家
免許資格等を有
する者（資格によ
り53歳未満～55
歳未満の者）

※①で採用予定数に達した場合②を実施しない場合があります。

※①で採用予定数に達した場合②を実施しない場合があります。

※細部につきましては、下記連絡先等までお問い合わせ下さい。
お問い合わせ先 自衛隊 大月地域事務所  大月市御太刀２丁目８番１０号大月合同庁舎 電話：０５５４－２２－１２９８

平成25年２月１日（12）
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お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ
■
２
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

◎
昔
な
が
ら
の
ほ
う
と
う
を
作
ろ
う
！！

日
時
 
２
月
５
日︵
火
︶
 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
 
馬
場
﹁
つ
ど
い
の
家
﹂

内
容
 
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ほ
う
と
う

＊
昼
食
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま

す
！
今
年
度
の
反
省
も
し
た
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
意
見
を
聞
か
て
下
さ
い
。

◎
キ
ッ
ズ
・
ヨ
ガ
に
挑
戦
！

日
時
 
２
月
26
日︵
火
︶
午
前
10
時
〜

場
所
 
馬
場
﹁
つ
ど
い
の
家
﹂

講
師
 
加
藤
慶
子
先
生

持
物
 
バ
ス
タ
オ
ル
か
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
で
下
さ
い
。

当
初
の
日
程
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
︵
伯
耆
︶

☎
52
︲
２
１
１
３

■
学
童
保
育
所
指
導
員
募
集

◆
資
格
 
保
育
士
・
小
学
校
教
諭
等
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
方
又
は
未
経
験
者
の
方

◆
就
業
期
間
 
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平

成
26
年
３
月
31
日
︻
土
・
日
・
祝
日
・

お
盆
休
み
・
年
末
年
始
︼

◆
就
業
時
間
 ・
平
日
…
午
後
３
時
〜
午

後
５
時
30
分
︵
予
定
︶

・
長
期
休
暇
等
…
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

30
分
︵
交
代
制
︶

◆
賃
金
  
保
育
士
等
資
格
保
持
者
…

時
給
９
０
０
円
〜

・
無
資
格
者
…
時
給
７
８
０
円

◆
申
込
場
所

道
志
村
役
場
 
住
民
健
康
課

☎
52
︲
２
１
１
３

■
東
部
地
域
の
新
設
高
校
の
校
名
募
集

谷
村
工
業
高
等
学
校
と
桂
高
等
学
校
を

再
編
し
て
、平
成
26
年
４
月︵
予
定
︶に
新
設

す
る
高
等
学
校
の
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、新
設
高
等
学
校
の
校
舎
は
、現
在

の
谷
村
工
業
高
等
学
校
の
敷
地
に
建
設
し

ま
す
。今
回
は
、校
名
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

を
募
集
す
る
も
の
で
す
。︵
応
募
数
の
多
い

校
名
が
選
ば
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。︶

◆
募
集
期
間
  平
成
25
年
２
月
６
日
︵
水
︶

〜
３
月
22
日
︵
金
︶︻
必
着
︼

◆
応
募
方
法
 
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進

室
ま
で
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
は
が

き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

E-m
ail:gakkosui@
pref.yam
anashi.lg.Jp

◆
記
載
事
項
  

﹁
高
等
学
校
の
校
名
、
ふ
り
が
な
、
そ
の

理
由
﹂、﹁
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
﹂

◆
送
り
先
 
〒
４
０
０
-８
５
０
４

甲
府
市
丸
の
内
１
-６
-１

山
梨
県
教
育
庁
新
し
い
学
校
づ
く
り
推

進
室
  校
名
募
集
係
 
宛

◆
問
い
合
わ
せ
先

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

☎
０
５
５
︲
２
２
３
︲
１
７
６
７

FAX
０
５
５
︲
２
２
３
︲
１
７
６
８

■
山
梨
県
消
費
生
活
審
議
会
委
員
の
募
集

山
梨
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
消
費
者
行
政
施
策
に
反
映
す

る
た
め﹁
山
梨
県
消
費
生
活
審
議
会
﹂の
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
 

平
成
25
年
１
月
10
日
︵
木
︶

〜
２
月
12
日
︵
火
︶
※
必
着

◆
募
集
人
数
 
３
名

◆
任
期
 
平
成
25
年
度
〜
平
成
26
年
度
の

２
年
間

◆
応
募
資
格
 
山
梨
県
内
に
居
住
す
る
、

年
齢
20
歳
以
上
の
男
女
︵
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
︶

※
た
だ
し
、
国
会
議
員
又
は
地
方
公
共
団

体
の
議
会
議
員
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
又

は
地
方
公
務
員
、
県
の
付
属
機
関
等
の
委

員
と
な
っ
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
道
志
村
役
場
産
業
振
興
課
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

■
山
梨
県
食
品
表
示
ウ
ォ
チ
ャ
ー
募
集

日
常
の
買
い
物
等
を
通
じ
て
食
品
表
示

の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
そ
の
結
果
を

山
梨
県
に
報
告
す
る
﹁
食
品
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
﹂
を
募
集
し
ま
す
。

◆
活
動
内
容

山
梨
県
の
食
糧
販
売
店
に
お
い
て
、
日

常
の
買
い
物
等
を
通
じ
て
食
品
表
示
の
状

況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
を
山
梨
県
消
費
生
活
安
全
課
へ
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
３
ヶ
月
に
１
回
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
不
適
正
の
疑
い
が
あ
る
表
示
を
発
見
し

た
り
、情
報
等
を
入
手
し
た
場
合
は
、随

時
県
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
食
品
表
示
等
に
関
す
る
研
修
会
︵
委
嘱

時
及
び
秋
の
２
回
を
予
定
︶
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格

満
20
歳
以
上
で
、
山
梨
県
内
に
居
住
し

て
い
る
方

◆
募
集
人
数
 
30
人
程
度

◆
謝
礼
 

活
動
の
謝
金
は
年
額
７
，
０
０
０
円

◆
応
募
方
法

応
募
用
紙
︵
産
業
振
興
課
備
付
か

H
・
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
︶
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
山
梨
県
消
費
生
活
安

全
課
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
ご
応
募
下
さ
い
。

◆
応
募
締
切

平
成
25
年
２
月
15
日

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
消
費
生
活
安
全
課
 
食
の
安

全
・
食
育
担
当

☎
０
５
５
︲
２
２
３
︲
１
５
８
８

FAX
０
５
５
︲
２
２
３
︲
１
５
８
７

電
子
メ
ー
ル

shokuhin-st@
pref.yam
anashi.lg.jp

子
育
て

募
　
集
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お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ
■
山
梨
赤
十
字
病
院

常
勤
医
師
 
着
任
の
お
知
ら
せ

12
月
か
ら
、
新
し
く
１
人
の
医
師
が
着

任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
致
し
ま
す
。

整
形
外
科
 
医
師

大
澤
一
誉
︵
お
お
さ
わ
 
か
ず
の
り
︶

︻
専
門
分
野
︼
整
形
外
科
一
般
 

︻
診
療
日
︼
月
・
火
曜
日
の
午
前
中

■
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
﹁
検
察
審
査
会
﹂

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
人
の
中
か
ら﹁
く
じ
﹂で
選
ば
れ
た
11
人

の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
検
察
審
査
会
で

は
、交
通
事
故
や
詐
欺
、脅
し
等
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か

っ
た
こ
と︵
不
起
訴
︶に
つ
い
て
、そ
の
処

分
に
不
満
を
も
つ
被
害
者
等
か
ら
申
立
て

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
審
査
し
ま
す
。

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

甲
府
市
中
央
一
丁
目
10
番
７
号

甲
府
地
方
裁
判
所
内

☎
０
５
５
︲
２
１
３
︲
２
５
４
８

■
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施
行

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
希
望
者
全
員

の
雇
用
確
保
を
図
る
た
め
の
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

○
改
正
ポ
イ
ン
ト

１
 
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で

き
る
仕
組
み
の
廃
止

２
 
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇
用
す

る
企
業
の
範
囲
の
拡
大

３
 
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る
公
表
規

定
の
導
入

４
 
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
及

び
運
用
に
関
す
る
指
針
の
策
定

◆
改
正
法
や
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
北
方
領
土
の
日
に
つ
い
て

２
月
７
日
の﹁
北
方
領
土
の
日
﹂は
、北

方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理

解
を
更
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め

に
昭
和
56
年
１
月
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、

設
け
ら
れ
ま
し
た
。内
閣
府
で
は
、２
月
７

日
に
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
を
関

係
団
体
と
共
に
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

■
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
訓
練
生
募
集

︿
新
入
社
員
講
座
﹀

日
 
時
 
４
月
４
・
５
日
の
２
日
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象
者
 
主
と
し
て
新
卒
の
新
入
社
員

受
講
料
 
１
，
０
０
０
円

︵
別
途
テ
キ
ス
ト
代
あ
り
︶

受
付
開
始
日
 
２
月
４
日
〜
先
着
順

︿
第
二
種
電
気
工
事
士
・
筆
記
試
験
準
備
︹
Ⅰ
・
Ⅱ
︺﹀

日
 
時
 
４
月
８
日
〜
５
月
13
日

午
後
６
時
〜
９
時

対
象
者
 
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試

験
を
受
験
さ
れ
る
方

受
講
料
 
４
，
２
０
０
円

︵
Ⅰ
・
Ⅱ
で
別
途
テ
キ
ス
ト
代
あ
り
︶

受
付
開
始
日
 
２
月
８
日
〜
先
着
順

︿
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座︵
第
１
回
︶﹀

日
 
時
 
４
月
13
・
20
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象
者
 
パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使
う
方

受
講
料
 
２
，
１
０
０
円

受
付
開
始
日
 
２
月
13
日
〜
先
着
順

◆
訓
練
場
所
 

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

都
留
市
上
谷
５
-７
-35

※
訓
練
場
所
は
新
築
中
で
す
の
で
、
３
月

ま
で
の
問
合
せ
は

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

☎
43
︲
８
９
１
１
 
FAX
43
︲
８
９
１
２

■
点
訳
講
習
会︵
初
心
者
向
け
︶の
開
催

日
時
 
２
月
18
・
25
日

３
月
４
・
11
・
18
日
 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
 
山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
 
点
訳
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
 
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
６
３
０
円

内
容
 
点
字
の
概
要
・
読
み
方
・
書
き
方

講
師
 
松
浦
敬
子
氏

︵
青
い
鳥
奉
仕
団
点
訳
奉
仕
員
︶

◆
申
込
・
問
合
せ
先

申
込
締
切
日
 
２
月
12
日

山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
５
︲
72
︲
５
５
３
３

■
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
訓
練
生
募
集

職
種
 
木
造
建
築
科
・
建
築
塗
装
科

期
間
 
各
科
と
も
２
年
間

夜
間
訓
練
と
土
曜
・
日
曜
の
訓
練

校
の
指
定
す
る
日

対
象
 
各
事
業
所
に
勤
め
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
方

月
謝
 
会
 
員
 
３
０
０
０
円

会
員
外
 
５
０
０
０
円

申
込
締
切
 
３
月
29
日

◆
問
い
合
せ
先

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

☎
０
５
５
５
︲
22
︲
５
２
１
４

お
知
ら
せ

学
　
ぶ



１月１０日（木）横浜市役所を訪問し「横浜市と道
志村の友好・交流に関する協定書」の締結から１０
年目の節目を迎えることを踏まえ、横浜市長に道志
村との交流拡大を提案しました。
村から、循環型の村づくりを進めていること、そし
て村の資源を横浜市民の環境教育の場として活かし
ていただき、水源教育の更なる推進を提案しました。
市長は「道志村は市の子どもにとっても素晴らし

い場所。一層交流を深めていきたい」と提案書を受け
取りました。

林文子横浜市長へ交流拡大を提案

１月１３日（日）第２５回新春の富士山麓を走る道志渓谷～山中湖畔～忍野八海駅伝競走大
会が開催されました。
選手たちを応援しようと、多くの関係者が集まりました。選手は早朝からウォーミングア
ップし、いよいよスタート!! 合図とともに一斉に鮮やかなタスキを背負い走り出しました。
爽快な走りを見せ、沿道での声援も選手たちに届きました!!!

新春の風物詩　駅伝競走大会

県政功績者の表彰は、昭和26 年１０月1 日県政６０周年を記念し始められました。
この表彰は県政の各分野における功績が顕著である個人及び団体へ授与されるもの
です。加藤氏は産業部門で受賞されました。これまでの会社経営を通じた、地域貢
献・産業分野の発展に多大に寄与した功績が認められたものです。今後の活躍がま
すます期待されます。

加藤正芳氏 平成24年度県政功績者を受賞しました

道志村の提案が手渡されました

道志村役場前を午前１０時にスタート!!!道志中２年 渡辺陸くんの力強い選手宣誓
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第５６回 音楽創作力くらべ
Ｂ部門 山梨県優秀賞受賞

みなみさんが受賞したのは、曲の最初にあた
る動機（最初の短いフレーズ）を作曲するもの
で、南都留支部３点に選ばれ、さらに県で優秀賞
３点に入賞することができました。
１月２７日（日）県表彰式がコラニー文化ホー
ルで行われ、作曲した曲をピアノ独奏にアレン
ジして多くの観客の前で演奏を披露しました。

継続は力なり

この広報紙は、環境に配慮して植物油インキを使用しています。

（
兄
）
水
越
　
聖�

�

人�

く
ん

（
弟
）
水
越
　
悠�

�

斗�

く
ん

今月は平成２２年生まれ、とっても元気な男の子で双子のアイドル紹介です。二人揃って「はい、チーズ！！」

道志中学校３年生 平賀みなみさん

大好きなピアノで表現する力

Ｑ 受賞が決まった時の気持ちは？
この大会には以前からチャレンジしていましたが受賞し

たのは初めてです。今回の賞は、ピアノを１０年間続けてき
た私にとって、今までの積み重ねの自信になりました。
Q 作曲は以前からしていたの？
小学６年の時、歌詞に合せて作曲する宿題が出て、その時
にはじめて曲作りをしました。中学生になり、自分から曲作
りをしてみたいと思い、同時に楽しさも出てきました。
Q ちなみに好きな教科は？
音楽です！！音楽の授業は楽しくて大好きです！！これ

からも音楽と大好きなピアノとの関わりを大切にしていき
たいと思っています！！

～作曲した曲調は～

はじめゆったりとした感じからスタート

し、次にワルツの跳ねるような曲調になりま

す。最後に高い音と低い音を調和し、ダイナ

ミックに終了します。

慶

弔

お誕生おめでとう（出生）
下白井平 水越 丈晴

����

くん
（届出人）水越 勉

お悔やみ申し上げます（死亡）
野  原  大房久仁子 95歳
大  指  佐藤多津惠 84歳
川 原 畑  佐藤とし江 83歳

みなみさん
が

奏でるピア
ノは優しく

心に響きま
す。

平
成
22
年
11
月
９
日
生
ま
れ

父
  寛
さ
ん
 
母
  智
恵
子
さ
ん

︵
下
白
井
平
︶

受賞の
感想


